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明
政
・
自
由
ク
ラ
ブ

観
光
地
周
辺
の
市
営
駐
車
場
の
活
用

問　
観
光
地
に
近
い
市
営
駐
車
場
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
観
光
客

の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
松
が
枝
町
の
市
営

駐
車
場
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
主
要
観
光
地
で
あ
る
平
和
公
園
及
び

グ
ラ
バ
ー
園
周
辺
に
は
平
和
公
園
駐
車
場
、

松
が
枝
町
第
１・
２
駐
車
場
の
３
市
営
駐
車

場
を
設
置
し
、
観
光
地
周
辺
の
駐
車
場
不
足

や
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
寄
与
し
て
い
る
。
昨

年
の
利
用
状
況
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

や
高
速
道
路
料
金
の
上
限
千
円
の
廃
止
等
も

あ
り
、
駐
車
場
の
利
用
台
数
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
ま
た
、
観
光
地
周
辺
の
市
営
駐
車
場

は
多
く
の
観
光
客
が
利
用
す
る
た
め
、
コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
前
向
き
に

検
討
し
、
利
用
者
に
喜
ば
れ
る
施
設
の
運
営

に
努
め
た
い
。

公

明

党

通
学
路
の
安
全
対
策

問　
通
学
途
中
の
交
通
事
故
が
立
て
続
け

に
発
生
し
て
い
る
。
通
学
路
に
お
け
る
危
険

箇
所
を
早
急
に
調
査
・
点
検
し
、
児
童
生
徒

て
伺
い
た
い
。

答　
事
業
経
営
の
健
全
化
は
、
す
で
に
新

し
い
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
計
画
に
位

置
づ
け
、
浄
水
場
運
転
監
視
業
務
の
民
間
委

託
の
拡
大
や
事
務
処
理
体
制
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、
水
道
事
業
で
23
人
の
職
員
を
削
減

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
効
率
的
な

施
設
設
備
に
つ
い
て
も
「
水
道
施
設
統
合
整

備
事
業
」
を
重
要
事
業
と
し
て
現
在
取
り
組

ん
で
お
り
、
水
道
施
設
の
統
廃
合
を
推
進
す

る
こ
と
で
一
層
の
効
率
化
が
図
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
事
業
経
営
の

指
針
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、

今
後
も
見
直
し
に
鋭
意
取
り
組
み
、
安
全
で

安
心
な
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
た
い
。

空
き
家
適
正
管
理
条
例
の
制
定

問　
本
市
に
お
け
る
空
き
家
適
正
管
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平

成
24
年
４
月
１
日
時
点
で
は
、
54
の
自
治
体

が
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例

を
施
行
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
平

成
22
年
５
月
に
庁
内
関
係
課
に
よ
る
対
策
連

絡
会
議
を
設
置
し
、
現
在
、
他
都
市
の
事
例

の
調
査
等
を
行
っ
て
い
る
。
著
し
く
保
安
上

危
険
な
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者

等
に
対
し
て
建
築
物
の
除
去
な
ど
を
命
令
す

る
こ
と
や
行
政
代
執
行
が
で
き
る
と
建
築
基

が
安
全
・
安
心
に
通
学
で
き
る
措
置
を
確
実

に
講
じ
る
よ
う
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
緊
急

要
望
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
示

し
て
ほ
し
い
。

答　
教
育
委
員
会
は
、
全
市
立
学
校
に
対

し
、
通
学
路
を
新
た
な
視
点
で
点
検
す
る
よ

う
指
示
し
、
改
善
が
必
要
な
箇
所
の
報
告
を

受
け
た
。
報
告
結
果
に
つ
い
て
は
、
道
路
管

理
者
等
と
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
具
体
的

な
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

こ
の
会
議
の
中
で
、
道
路
管
理
者
、
警
察
、

学
校
に
よ
る
合
同
調
査
を
実
施
し
、
地
域
の

意
見
を
踏
ま
え
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応

す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
は
最

優
先
事
項
と
の
認

識
の
下
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密

に
し
、
早
急
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

上
下
水
道
事
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し

問　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
か
ら
５
年

が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
企
業
債
の
借
り
換

え
等
に
よ
る
繰
上
償
還
や
民
間
へ
の
業
務
委

託
に
よ
り
、
効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
経
営

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
同
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

準
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
法
の
適

用
の
可
否
や
条
例
に
よ
る
対
策
等
の
実
効
性

な
ど
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
条
例
制
定

の
必
要
性
も
含
め
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
検

討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

城
山
小
学
校
被
爆
校
舎
の
環
境
整
備

問　
一
般
公
開
し
て
い
る
城
山
小
学
校
被

爆
校
舎
近
く
へ
の
見
学
者
用
ト
イ
レ
の
新
設

と
ト
イ
レ
ま
で
の
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
城
山
小
学
校
被
爆
校
舎
は
、
現
在
、

地
元
の
方
々
の
協
力
の
も
と
平
和
祈
念
館
と

し
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
数
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
。
見
学
者
の

方
々
に
は
、
体
育
館
横
の
学
校
開
放
用
の
屋

外
ト
イ
レ
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
ト
イ
レ
は
、
昭
和
58
年
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
今
年
度
、
便
器
を
和
式
か
ら
洋
式

に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
手
す
り
を
設
置
す

る
な
ど
の
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

こ
の
ト
イ
レ
ま
で
の
通
路
に
は
、
１
か
所
車

い
す
が
通
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
の
で
、
標 ▲城山小被爆校舎

▲白線を塗り直した三原小通学路


